



























示した。クラウンの気泡に関して，Ｅ－ layered クラウンおよび e.	max クラウンでは多くの気泡の混
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築盛法で作製したＥ－ layered クラウンおよびプレス法で作製した e.	max クラウンで多数の気泡混入
が確認されたが，CAD/CAM法で作製したLava	Ultimateクラウンでは気泡混入がないことを明らか
にしている。３の試験では，いずれの硬質レジンにおいても支台歯複合体の破折強度は，大臼歯にお
ける最大咬合力の文献値を上回る2000Ｎ以上であるという成績を得ている。各クラウン－支台歯複合
体の破折強度の比較においては，気泡混入が多数認められたＥ－layeredクラウンの破折強度が最も低
いことを示すとともに，気泡混入がない Lava	Ultimate クラウンの強度は大臼歯クラウンとして臨床
応用されているe.	maxクラウンと同等であることを明らかにしている。
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以上の成績は，硬質レジンクラウン，特にクラウン内部への気泡混入のリスクが低いCAD/CAM
法で作製したクラウンは，大臼歯部に十分適用できることを示唆しており，今後の歯科医療の発展に
貢献できる技術となる可能性が示唆される。よって，本論文は博士（歯学）に相応しいものと判断する。
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